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（あづみ野テレビ ｃｈ ９日後７・ 他）

豊科で味わえる絶品グルメやアクティビティ

ーをご紹介。お絵かき芸人ヤポンスキーこばや

し画伯とフ

リーアナウ

ンサー武井

知葉が、軽

快なトーク

で楽しくリ

ポートしま

す。ぜひご覧ください！

（大町市ケーブルテレビ ９日後８・ ）

市内小学校の運動会の放送もいよいよ大詰

め。今回は大町南小学校の様子をお伝えします。

校庭の松林

を抜けるマ

ラソンなど

で鍛えられ

た成果を見

せ、一人一

人が全力で

頑張っている姿をご覧ください。

（ＹＣＳ ９日前９・ 、後５・ 他）

山形村の話題などをお届けする週刊ニュー

ス。村内でこの１週間に起こった出来事やイベ

ント、村か

らのお知ら

せなどをお

送 り し ま

す。ミニコ

ーナーは▽

図書館だよ

り▽山形村インスタグラム▽ぐるっとふるさと

信越―です。
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松
本
市
清
水
小
学
校
金
管
バ
ン

ド
部
が

日
、
さ
い
た
ま
市
で
開

か
れ
る
「
第

回
マ
ー
チ
ン
グ
バ

ン
ド
全
国
大
会
」
（
日
本
マ
ー
チ

ン
グ
バ
ン
ド
協
会
主
催
）
に
初
出

場
す
る
。
大
会
を
前
に
部
員
３
人

が
市
役
所
を
訪
れ
、
「
最
高
の
演

奏
と
演
技
が
で
き
る
よ
う
に
頑
張

り
た
い
」
と
意
気
込
み
を
語
っ
た
。

同
部
は
３
〜
６
年
生
の

人
で

活
動
し
て
い
る
。
昨
年
は
０
・
１

点
差
で
全
国
大
会
へ
の
切
符
を
逃

し
、
「
今
年
こ
そ
は
全
国
を
」
と

の
決
意
を
胸
に
今
年

月
の
関
東

大
会
に
出
場
。
「
フ
ラ
メ
ン
コ
」

を
テ
ー
マ
に
し
た
作
品
を
披
露

し
、

団
体
中
４
位
で
全
国
大
会

出
場
を
決
め
た
。
全
国
大
会
も
同

じ
作
品
で
挑
む
。

部
長
の
６
年
生
長
谷
川
明め

泉い

さ

ん

は
「
関
東
大
会
で
よ
く
な

か
っ
た
と
こ
ろ
を
直
し
つ
つ
、
楽

し
ん
で
披
露
し
た
い
」
。
臥
雲
義

尚
市
長
は
「
一
番
い
い
演
奏
と
演

技
を
し
て
き
て
く
だ
さ
い
」
と
エ

ー
ル
を
送
っ
た
。
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米
国
か
ら
カ
ナ
ダ
に
広
が
る
森

林
地
帯
「
ノ
ー
ス
ウ
ッ
ズ
」
を
撮

り
続
け
て
き
た
写
真
家
の
大
竹
英

洋
さ
ん

神
戸
市

が
塩
尻

市
内
で
講
演
し
、
写
真
家
を
志
し

た
き
っ
か
け
や
撮
影
の
体
験
を
語

っ
た
。
市
立
図
書
館
の
連
続
講
座

「
信
州
し
お
じ
り
本
の
寺
子
屋
」

の
一
環
で
、
親
子
連
れ
ら
約

人

が
聞
い
た
。

大
学
時
代
に
ワ
ン
ダ
ー
フ
ォ
ー

ゲ
ル
部
だ
っ
た
大
竹
さ
ん
は
、
北

米
ア
ラ
ス
カ
の
自
然
を
撮
影
し
た

星
野
道
夫
さ
ん
の
写
真
集
を
目
に

し
て
写
真
家
を
志
し
た
と
説
明
。

「
本
を
開
く
と
、
美
し
い
光
や
風

が
入
り
込
む
窓
が
あ
る
よ
う
な
衝

撃
を
受
け
た
」
と
振
り
返
っ
た
。

現
地
で
ヘ
ラ
ジ
カ
や
オ
オ
カ
ミ
を

探
す
た
め
に
ま
ね
る
鳴
き
声
も
披

露
。
「
肖
像
が
撮
れ
る
距
離
ま
で

オ
オ
カ
ミ
に
近
づ
け
る
よ
う
、
も

っ
と
ノ
ー
ス
ウ
ッ
ズ
の
自
然
を
知

り
た
い
」
と
語
っ
た
。

講
演
後
、
大
竹
さ
ん
は
ア
ウ
ト

ド
ア
用
品
輸
入
販
売
の
「
エ
イ
ア

ン
ド
エ
フ
」
（
東
京
）
創
業
者
の

赤
津
孝
夫
さ
ん
（
塩
尻
市
出
身
）

と
対
談
。
大
竹
さ
ん
は
「
本
を
通

じ
て
人
生
の
扉
を
開
け
て
み
て
」。

赤
津
さ
ん
は
「
環
境
や
資
源
と
い

う
地
球
規
模
の
課
題
を
考
え
る
感

性
を
、
野
外
体
験
を
通
じ
て
学
ん

で
ほ
し
い
」
と
呼
び
か
け
た
。
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寺

県内を中心に活動するシンガー・ソングライター葦
あし

木
き

啓
ひろ

夏
か

（旧芸名・美咲）さん＝写真＝は、来年２月でデビ

ュー 周年を迎える。安曇野市に拠点となるスタジオを

設立、記念コンサートも開き、未来への一歩を踏み出す。

【１、３面】

安曇野市の穂高神社で開かれた「神竹灯（かみあか

り）」。美しい光を写真で紹介。 【５面】

葦
木
啓
夏
さ
ん

歌
い
続
け
20
年

仕
事
の
や
り
が
い

教
え
て

働
く
喜
び
な
ど
に
つ
い
て
講
師

左

に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
す
る
丘
中

学
校
の
生
徒
ら
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学校側「働くことに前向きなイメージを」

塩
尻
市
丘
中
学
校
の
２
年
生
が
本
年
度
、
「
生
き
生
き
と
働
く
」
を
テ
ー
マ
に
キ
ャ
リ
ア
学
習
を
進

め
て
い
る
。
「
働
く
こ
と
は
大
変
」
と
の
イ
メ
ー
ジ
を
持
つ
生
徒
が
多
い
と
し
て
、
主
に
仕
事
内
容
を

伝
え
る
従
来
の
キ
ャ
リ
ア
学
習
を
学
校
が
見
直
し
、
や
り
が
い
を
持
っ
て
前
向
き
に
働
く
人
た
ち
の
思

い
に
触
れ
ら
れ
る
授
業
を
計
画
。
生
徒
ら
は
働
く
大
人
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
通
じ
て
、
仕
事
の
意
味

や
喜
び
に
つ
い
て
考
え
て
い
る
。

「
人
の
役
に
立
て
、
さ
ら
に
お

金
を
も
ら
え
る
の
は
幸
せ
」
「
情

熱
を
持
っ
て
や
っ
て
い
れ
ば
、
収

入
は
後
か
ら
付
い
て
く
る
」
。
５

日
、
イ
ン
ド
料
理
店
経
営
者
や
僧

侶
、
市
職
員
ら
が
講
師
と
し
て
同

校
を
訪
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
仕
事
へ

の
思
い
を
語
っ
た
。
２
年
生
約
１

８
０
人
は
班
ご
と
に
分
か
れ
、
オ

ン
ラ
イ
ン
参
加
を
含
め
て

人
の

講
師
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
。
仕
事
の

面
白
さ
や
、
ど
ん
な
時
に
や
り
が

い
を
感
じ
る
か
を
尋
ね
た
。

担
当
の
久
保
知
史
教
諭

は

生
徒
ら
と
日
々
接
す
る
中
で
、
親

な
ど
身
近
な
大
人
が
疲
れ
て
い
る

表
情
を
見
せ
る
せ
い
か
、
働
く
こ

と
に
マ
イ
ナ
ス
イ
メ
ー
ジ
を
持
つ

生
徒
が
多
い
と
感
じ
た
と
い
う
。

働
く
こ
と
に
前
向
き
な
イ
メ
ー
ジ

を
持
っ
て
も
ら
お
う
と
今
回
の
キ

ャ
リ
ア
学
習
を
発
案
し
た
。

学
校
の
依
頼
で
、
キ
ャ
リ
ア
形

成
を
支
援
す
る
市
内
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
「
Ｍ
Ｅ
Ｇ
Ｕ
Ｒ
Ｕ
」
が
全

時

間
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
組
み
、
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
を
受
け
る
講
師
を
選

定
。
生
徒
ら
は
事
前
に
親
に
仕
事

に
つ
い
て
聞
い
て
み
た
り
、
プ
ロ

の
編
集
者
か
ら
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の

手
法
を
学
ん
だ
り
し
て
授
業
に
臨

ん
だ
。

講
師
の
一
人
、
宮
沢
優
一
さ
ん

松
本
市

は
、
高
齢
者
の

暮
ら
し
を
守
ろ
う
と
警
察
官
か
ら

福
祉
施
設
職
員
に
転
身
し
、
そ
の

後
行
政
書
士
の
資
格
を
得
て
高
齢

者
の
財
産
管
理
も
手
が
け
る
。「
困

っ
て
い
る
人
を
助
け
る
た
め
に
勉

強
す
る
毎
日
だ
」
と
宮
沢
さ
ん
。

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
た
増
沢
日
和
さ

ん

は
「
楽
し
そ
う
に
話
を
し

て
い
た
の
で
、
私
も
少
し
だ
け
働

く
の
が
楽
し
み
に
な
っ
た
」
と
話

し
た
。

生
徒
ら
は
来
年
１
月
、
そ
れ
ぞ

れ
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
た
内
容
を
ま

と
め
て
発
表
す
る
計
画
だ
。
久
保

教
諭
は
「
さ
ま
ざ
ま
な
働
き
方
に

つ
い
て
考
え
を
深
め
て
ほ
し
い
」

と
期
待
し
て
い
る
。

臥雲市長 右 に全国大会出場を報告

する清水小金管バンド部の部員ら

松
本
・
清
水
小
の
金
管
バ
ン
ド
部

全
国
大
会
「
最
高
の
演
奏
と
演
技
を
」

北
米
の
森
林
地
帯
で
の
体
験
に
つ
い
て
語
る
大
竹
さ
ん

北
米
の
森
林

撮
影
体
験
語
る

写
真
家
・
大
竹
さ
ん

塩
尻
で
講
演
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塩
尻
の
ワ
イ
ナ
リ
ー
巡
る

寝
泊
ま
り
で
き
る
よ
う
後
部
を

改
装
し
た
自
動
車
で
塩
尻
市
内
の

ワ
イ
ナ
リ
ー
を
巡
る
モ
ニ
タ
ー
ツ

ア
ー
が
開
か
れ
た
。
特
産
の
ワ
イ

ン
を
観
光
誘
客
に
つ
な
げ
よ
う
と

市
の
第
三
セ
ク
タ
ー
「
し
お
じ
り

街
元
気
カ
ン
パ
ニ
ー
」
が
企
画
。

横
浜
市
の
親
子
３
人
が
参
加
し
、

醸
造
家
と
交
流
し
た
り
ブ
ド
ウ
畑

を
見
学
し
た
り
し
た

写
真
。

車
は
ツ
ア
ー
運
営
の
受
託
業
者

が
用
意
し
、
３
人
を
乗
せ
て
Ｊ
Ｒ

塩
尻
駅
を
出
発

宗
賀
の

ベ
リ
ー

ビ
ー
ズ
ワ
イ
ナ
リ
ー

で
は

ワ
イ

ナ
リ
ー
長
の
川
島
和
叔
（
か
ず
よ

し
）
さ
ん
か
ら
醸
造
の
流
れ
を
聞

き

瓶
詰
め
作
業
を
体
験
し
た

そ

の
後
近
く
の
畑
に
移
動
し
、
ブ
ド

ウ
を
味
見
。
夜
は
別
の
ブ
ド
ウ
畑

敷
地
内
に
車
を
止
め
て
宿
泊
し
た

ワ
イ
ン
用
ブ
ド
ウ
を
味
わ
っ
た

小
学
２
年
の
野
田
春
晴
君

７

は

「
甘
く
て
お
い
し
い
」
。
母
の
靖

子
さ
ん
は
「
貴
重
な
経
験
が
で
き

た
。
こ
れ
か
ら
は
生
産
者
の
顔
を

思
い
浮
か
べ
な
が
ら
ワ
イ
ン
を
飲

み
ま
す
」
と
話
し
て
い
た
。
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ス
ー
パ
ー
で
子
ど
も
食
堂

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
信

州
（
松
本
市
）
は
、
家
庭
な
ど
で

余
っ
た
食
料
品
を
持
ち
寄
っ
て
も

ら
う
「
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
」
と
子

ど
も
食
堂
を
松
本
市
村
井
町
北
の

ス
ー
パ
ー
「
バ
ロ
ー
南
松
本
店
」

で
開
い
た

写
真
。
新
型
コ
ロ
ナ

の
影
響
や
食
料
品
の
値
上
げ
で
生

活
に
困
窮
す
る
家
庭
を
支
え
よ
う

と
、
誰
も
が
気
軽
に
立
ち
寄
れ
る

ス
ー
パ
ー
を
会
場
に
し
た
。

個
人
・
団
体
か
ら
コ
メ
や
野

菜
、
飲
料
な
ど
が
寄
せ
ら
れ
、
生

活
に
困
る
人
ら
に
配
っ
た
。
子
ど

も
食
堂
で
は
、
バ
ロ
ー
が
提
供
し

た
赤
飯
や
パ
ン
な
ど
を
提
供
。
約

１
２
０
人
が
利
用
し
た
。
子
ど
も

２
人
と
訪
れ
た
塩
尻
市
の
女
性

は
「
お
や
つ
代
も
削
っ
て
い

る
の
で
あ
り
が
た
い
」と
話
し
た
。

ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
信
州
は
、
県
内

各
地
で
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
や
子
ど

も
食
堂
を
年
に
延
べ
約
６
０
０
回

開
い
て
い
る
。
専
務
理
事
の
青
木

正
照
さ
ん

は
「
少
し
で
も
家

計
の
助
け
に
な
れ
れ
ば
」
と
話
し

た
。◇

中
信
【
み
ん
な
の
居
場
所
Ｍ
Ｉ

Ｎ
Ｉ

ク
リ
ス
マ
ス
会
】

日
、
松

川
村
多
目
的
交
流
セ
ン
タ
ー
「
す
ず

の
音
ホ
ー
ル
」
。

日
ま
で
に
要
予

約
。

日
、
塩
尻
市
の
「
え
ん
て
ら

す
」
。

日
ま
で
に
要
予
約
。
と
も

に
午
後
１
〜
３
時
、

歳
以
上
が
対

象
、
定
員
８
人
、
参
加
費
３
０
０
円
。

中
信
子
ど
も
・
若
者
サ
ポ
ー
ト
ネ
ッ

ト
☎
０
２
６
３
・

・
５
８
１
０
。

◇
松
本
市
【
市
文
書
館
講
座
】

日
午
後
２
時
〜
３
時
半
、
同
館
☎
０

２
６
３
・

・
５
５
７
０
。
同
館
特

別
専
門
員
の
窪
田
雅
之
さ
ん
が
「
子

ど
も
の
年
中
行
事

青
山
様
・
ぼ
ん

ぼ
ん
と
三
九
郎
を
中
心
に
」
と
題
し

て
話
す
。先
着

人
。要
申
し
込
み
。

【
石
川
数
正
・
康
長
公
念
持
仏
法

要
】

日
午
後
２
〜
３
時
、
正
行
寺

☎
０
２
６
３
・

・
５
６
５
３
。
松

本
城
の
天
守
を
築
い
た
石
川
数
正
・

康
長
親
子
の
法
要
の
後
、
松
本
城
の

研
究
専
門
員
の
宮
島
義
和
さ
ん
が

「
『
豊
臣
三
長
』

康
長
公
と
秀
吉

・
家
康
」
と
題
し
て
話
す
。
マ
ス
ク

着
用
を
。
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